
労務管理セミナー

　適年廃止や基金代行部分返上、確定拠出年金法の施行、中退共予定利
回り引下げ、基金解散など、バブル経済崩壊後の退職金は激動の時代とい
えます。
　この中で企業は退職金の財務リスクを強く認識することとなり、大企業を中
心にその多くが大幅な退職金制度見直しを行いました。その後、落ち着きを
見せたかに思われましたが、昨今の日銀マイナス金利政策等により現在、新た
な難題が労使双方に突きつけられています。
　バブル経済まで退職金積立は年5％以上で安定して運用され続けていま
した。これが当時の「常識」でした。この「常識」が「非常識」になったことは言う
までもありませんが、それでも数年前まで2％程度なら運用できるものと認識さ
れていたようです。今では、これも「非常識」となり、ほとんど「運用不可能状態」
に陥っているといっても過言ではないでしょう。
　このような運用難は、企業や従業員に大きなリスクを負わせます。下の図を
ご覧ください。毎月1万円を40年間（480カ月）積立てていった場合、40年後の
元利合計額にはその間の運用利率によって大きな差が生じます。確定給付

タイプの退職金制度であれば、この差は全て企業のリスクになり、確定拠出タ
イプであれば全て従業員のリスクになります。もちろん、40年間同じ運用利率
が続くことはないとしても、運用利率が退職金にどれだけの影響を与えるかを
この図は表しています。
　本セミナーは、人事面と財務面を充分に考慮し如何に労使双方が納得
できる制度設計を構築していくかを追求した実務担当者のためのセミナー
です。
　2日間のうち、まず1日目は昨今の退職金を取り巻く状況、退職金制度の捉え
方、退職金規程及び積立制度（手段）、制度見直しの前提について学び、自
社に相応しい制度について検討します。1日目後半からは制度見直しの具体
的行程を実務作業を体験（演習）しながら学んでいきます。
　ともすると座学だけでは消化不良になりがちですが、このセミナーでは、確実
に制度を理解し、自社に戻ってから退職金制度見直しに主体的に取り組める
ようなプログラムとなっています。講師は、退職金・年金制度設計に豊富な経験
を持つ三宅直氏です。ぜひこの機会をご利用ください。

図　低利率では、運用益が期待できない（運用利率ごとにみた40年後の元利合計額）
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三宅　直 氏 特定社会保険労務士

※参加費用には、テキスト代、昼食代を含む。
※会員とは、産労総合研究所発行の定期刊行誌いずれかのご購読
者。定期刊行誌については申込書を参照してください。

厚生会館5階（青竹・紅梅の間）
東京都千代田区平河町1-5-9
TEL：03-3264-1241

参加費用

参加対象者
人事・総務部のご担当者

会員　48,000円（税込）
一般　56,000円（税込）

み やけ　 ただち

退職金制度改定セミナー退職金制度改定セミナー
マイナス金利政策下のマイナス金利政策下の

TEL：03-5319-3628
FAXフリーダイヤル：0120-73-3641
E-mail：cnt01@sanro.co.jp〒112-0011　東京都文京区千石4-17-10

お申し込み
お問い合わせ

産労総合研究所付属  日本賃金研究センター  セミナー事務局

講師プロフィール
 み 　 や け 　 　  ただち

三宅　直 氏
昭和31年兵庫県朝来市生まれ。兵庫県立八鹿高等学校、同志社大学

経済学部卒業。昭和55年４月揖斐川電気工業㈱〔現イビデン㈱〕入社、

イビケン㈱、ソニー生命保険㈱を経て、平成11年７月ＣＳ労務経営研究

所を開設し、現在に至る。ソニー生命保険㈱在職中の平成10年、社会

保険労務士試験合格。大阪府社会保険労務士会所属。特定社会保険労

務士。雇用リスク対策（不当解雇、未払い賃金、業務災害と民事賠償

等）、CSRの考えに基づいた労務管理、退職金制度改革等のテーマに

よる講演・執筆多数。著書に『えっ！労災事故で会社がつぶれる?!』『改訂

４版 退職金規程と積立制度』。



退職金制度改定セミナー 2017年9月14・15日開催

専用FAX  7Ⓡ0120-73-3641 http://www.e-sanro.net/
参 加 申 込 書 WEBサイトからのお申込み

お申込日：　　月　　日

会社名
団体名

電　話

ＦＡＸ

メール

所在地
〒

業　種 従業員数
組合員数 人

参加者
氏　名

ふりがな

ご希望の場合のみ発行いたします。必要な方はチェックをしてください。　□ 請求書　□ 領収書

所　属
役　職

※２人以上ご参加の場合は代表者を先にご記入ください。
※プライバシーポリシーにより個人情報をお取り扱いいたします。
個人情報保護方針については、産労総合研究所ホームページ（http://www.e-sanro.net/）をご覧ください。

購読誌名（○印）
賃金事情・労務事情・人事実務
労働判例・企業と人材・医事業務

看護のチカラ・病院羅針盤

Ⅰ．退職金制度を理解する
１．制度疲労を起こしてきた退職金制度
２．退職金制度の捉え方
３．退職金規程の重要項目
４．ポイント制退職金、設計の仕方
５．退職金積立制度（手段）
６．制度見直しの前提
７．退職金と税
８．退職金制度見直し全行程の概要説明
9．退職金規程例を読み取る
　 【演習】数種類の規程例の分析、報告書作成

Ⅱ．退職金制度見直しの具体的行程
１．退職金原資の積立状況把握方法
２． 「既得権」、期待権および退職給付債務の
     数値把握
    【演習】退職事由別退職金一覧表の作成
３．「既得権」保証の仕方
４．新退職金制度の基本方針と骨格作り
５．制度変更および不利益変更への対応
６．退職金積立制度の決定と退職金規程作成
 【演習】 暫定退職金制度  概略の発表

１日目  9月14日（木）　10:00～17:00 ２日目  9月15日（金）　9:30～16:30

講 義 内 容講 義 内 容

１． お申込みは、「参加申込書」にご記入のうえFAX（フリーダイヤ
ル）でお送りください。

2． お申込みを受付後、数日以内に、受講証・会場案内を郵送します。
3． 請求書（受講証と共に郵送）、領収書（セミナー当日お渡し）はご

希望の場合のみ発行いたします。必要な方は「参加申込書」にご
記入ください。

4． 先着順に受付け、定員に達し次第締め切りますのでお早めにお
申込みください。下記Webサイトからもお申込みできます。
なお、電話によるお申込みは受付けておりません。

5． お申込み後のお取消しの場合、代理出席をご考慮ください。
6． 開催日より５日前（土日・祝日を除く）以降のお取消しには、キャン

セル料をいただきます。

 （５～３日前：参加費の30％、前々日：同50％、前日・当日：同全額）
 なお、前日・当日のキャンセルの方にはテキスト・資料をセミナー

終了後にお送りします。
7． 参加費は、開催日までに、下記の指定銀行にお振込みください。

８． 同業他社様からの受講はお断りさせていただくことがあります。
あらかじめご了承ください。

お申込みについて

三菱東京UFJ銀行　麹町中央支店
（普通）1022849
口座名：（株）産労総合研究所セミナー
　　　　カ）サンロウソウゴウケンキュウショセミナー

※振込手数料は、ご利用者でご負担願います。


